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ふ
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ね

の
い
わ
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善
説
と
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も
、
財
者
の

っ
こ
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の
出
い
か
常

に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

の
性
論
に
封
ー
す
る
批
判
の
設
と
し
て
の
展
開
の

そ
の
う
え
、
碍
子
の
師
事
し
た
と
思
わ
れ

る
批
判
の
訟
と
し
て
の
浜
開
の
同
も
、

ま
た
同
時
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
先
行
す
る
思
想
家
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形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
明
確
に

の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
初
子
の

の
他
の
忠
恕
を
批
判
し
総
承
し
て
ゆ
く
と
い
う
形
、
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
聞
を
合
ー
む
と
思

わ
れ
る
。

A 
1:'1] 
の

び〉

ー〆-r~'、
」

と
い
う
指
摘
に
は
、
戦
関
の
深
刻
な
時
代
紋
況
を
生
き
抜
い
た
人
間
初
子
の
、
同
時
代
入
、

枚
組
時
代
末
の
人
間
に

ノ
¥
な

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
人
間
複
を
基
調
と
し
つ
つ
、
儒
家
と
し
て
、
識
に
よ
る
人
間
の
教

化
を
日
的
と
し
つ
つ
、

の
質
問
汎
を
金
問
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
郁
子
の
性
論
の
本
旨
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
い
わ
ば
性

ふ
川
つ
移
民
二
土
、

日日ド

/
'
u
q
A
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'
'
ド
i
t介

、

uuz
・
3
h
v
p

の
側
か
ら
す
る
白
律
的
な
泌
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

。〉

の
成
立
に
つ
い
て
は
、

、
〉
、

A

〉

L
ノ
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'刀
吃

存
在
す
る
が
、

の
中
で
、
並
行
し
、
補
い
合
い
、
あ
る
い
は
蹴
離
す
る
一
部
分

は
、
各
々
そ
れ
ぞ
れ
に

乃
杉
九
一
凡
さ
れ
て
き
た

(

i

)
一

;

、

ー

ー

る
-
万
が

で
は
な
い
か
と
思
う
c

性

論

に

つ

い

て

は

の
大
部
分

の
終
結
の

で
ふ
ゐ
り

、
そ
の
務
結
に
到
る
遜
程
で
あ
る
と
言
え
る
。



以

私

の
性
論
に
つ
い
て

の

の
中
か
ら
、
そ
の
論
理
の

に
部
し
て
、
そ
の
形
成
・
由
来
・
本
音
を
究
明
し
た

い
と
思
う
c

初

子

の

時

代

刊
一
子
の
時
代
は

に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

の
稜
下
の

の
時
よ
り
、

殺
さ
れ
た
後
窃
子
が
麗
俊
の
令
を
辞
す
ま
で
を
、

あ
っ
た
時
期
が
、
こ
の
間
に
あ
っ
た
。
紀
元
前

る
こ
と
が
で
き
る
む

の
思
想
家
と
し
て
の
活
動
の
時
期
、

そ
の
思
想
形
成
に

八
年

ζ工

り

一
百
三
十
八
年
ま
で
で
あ
る
。

」
の
間

ー
い
い
二
し
ι
け
二
千

4
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本
仏
げ
よ
ノ
J
M
M
一
一
パ

i

滅
ん
で
お
り
、
同
時
に
、
局
公
ゆ
か
り

初
バ
ベ
日
正
す
い
け
い
U

Lゲ

ι
、

持
作
ト
ム

H
J
h
H
J
ノ
H
H
パ

L
i

に
締
し
た
ら
こ
れ
ら
の

争
J
h

の

そ
の
祭
一
闘
を
経
っ
て
い
る
。
同
年
、
局
室
の

と
っ
て
い
た
儒
家
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
擦
で
あ
っ
た

工
、
ノ
ハ
ム

a

心

中
/
f
L
V

争
/
l
i
v

に
は
、
初
子
の
お
か
れ
た
時
代
以
況
が
、
次
の
よ
う
に

て
い
る
。

( 2 ) 

、
孫
刑
不
及
孔
子
。
ハ
ん
不
然
、
孫
卿
迫
於
臨
位
、
絡
於
厳
刑
、

行
〈
土
刺
之
、
諸
技
大
傾
。
滋
是
時
也
、
知
者
不
得
慮
、
能
者
不
得
治
、

教
化
不
成
、
仁
者
一
締
約
、

故
若
よ
萩
市
銀
説
、
賢
人
距
市
不
受
、

恥
治
則
孫
卿
怯
将
恕
一
一
之
心
、
十
嵐
作
狂
之
色
、
税
天
下
以
m
m
o

初
予
後
山
中
の

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
羽
子
が
、
乱
世
に
あ
り
、
殿
加
に

の
思
想
を
受
け
入
れ
る
諸
伎
に
め
ぐ
ま
れ
ず
バ
強

力
な
奈
の
支
配
の
ド
で
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よ
る
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、
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し

JJ、
"':> 

っ
て
い
る
む

市
ヘ
ヶ
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初
子
に
よ
れ
ば
、
吋
飢
叶
に

と
は

に
か
な
っ
て
い
な
い
時
代
拡
況
で
あ
る
。

非
殿
山
成
之
謂
鉱
山
ゆ
り

(
一
小
初
約
)

ー
と
よ
〉
年
一
什
二
五
二
二
、
、
江
〉
可
J

O

¥

と
k
y
u
H
j
Lト抵
L
T
/
H
U
F
Z
J

い
、
よ
り
共
館
的
に
は
、
長
幼
の
序
、
身
分
制
、
儀
式
等
の
あ
り
方
を
示

す
も
の
と
す
れ
ば
、
常
時
は
、
こ
れ
ら
秩
序
の
破
壊
主
れ
て
い

こ
と
が

my
む

こ

i

目、

f
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v
i
t
J

勺
乱
計
い
い
と
は
人
間
的
人
山
、
北
川
倒
的
朱
側
、
あ
る
い
は
誌
側
内
部
に
お
け
る
寸
刻
や
む
こ
と
の
な
い
関
争
の
す
が
た
を
と
ら
え
て
い

れ
た
時
代
以
況
の
中
か
ら
、
ま
さ
に
こ
の
出
を
見
て
取
っ
て
い

レ
り
と
1
J

〉
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け
い
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こ
と
を
念
以
に
む
い
て
採
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
υ

朕
史
的
に
見
る
な
ら
、
ば
、
人
間
の
挺
史
は
常
に
問
問
争
の
歴
史
で
あ
る
と
も
言
え
よ

ぅ
。
た
だ
そ
の
小
か
ら
、
戦
闘
末
期
に
端
的
に
闘
争
の
時
代
を
反
映
し
た
人
間
観
が
生
じ
た
の
で

i'IJ 

ー

ノ

¥

日

け
ψ

円
H
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バ

U

i
ノ
ロ
ド
郎
伝

初
予
が
人
間
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
性
論
に
間
関
係
の
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
性
怒
設
に
つ
ら
な
る
、

の

( 3 ) 

人
間
搬
を
あ
げ
て
み
よ
う
心

判
子
は
、
人
間
は
み
な
本
来
闘
争
心
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

U

利
子
の
と
り
あ
げ
て
い
る

は
、
戦
制
別
に
お
け
る
溺
家
約
関
家
の
闘
争
で
も
な
く
、

ま
た
そ
の
戦
闘
の
場
出
に
展
開
さ
れ
る
侭
々
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い
わ
ば
、
公
的
の
町
山
を
有
し
な
い
、
私
闘
で
あ
る
。

閥
者
芯
北
(
身
者
也

行
其
少
頃
之
怒
、
市
喪
終
身
之
艇
、
然
一
旦
錦
之
、
走
忘
其
身
也
。
室
家
立
残
、
親
戚
不

兎
乎
刑
致
、
然

是
忘
比
ハ
殺
也
心

刑
法
之
大
禁
也
、
然
立
箆
之
、

(
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第
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J
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刊
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対
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会
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し
て
、
私
観
の
渦
中

か
ぎ
」

ら
ず
、

ト
c人

り

出
以
山
り
こ
、
ー
へ
山
川

れ
沖

μハ
F
'
t
t
p
》

J
U言
ノ

レ

l
e
t

の
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
強
い

し
め
た
よ
う
で
あ
る
。

人
之
有
閥
、
判
決
。

長日
不
可

我
欲
麗
之
鳥
鼠
禽
獣
邪
、

期
不
可
、

其
形
態
叉
入
、

市
好
悪
多
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J
h
九
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ノ
ベ
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J
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h

G
九円ゆ

ま
た
、

17、
¥
月
リ
〉

1

む
い
/
/
行
い
い

fu

に
か
か
わ
ら
ず
、

機
き
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

し
い
こ
と

を
、
と
り
あ
げ
て
い
る
。

!~1 

是
人
之
所
生
市
有
一
也
、
自
足
無
件
付
宿
探
者
也
、
同
定
所
内
架
之
所
開
也
、

是
又
人
之
所
常
生
前
有
也
。

九
人
布
所
一
向
し
飢
而
欲
人
民
、
芸
部
欲
段
、
川
河
町
欲
忠
、

る
の
は
、
人
間
は
ル
往
来
小
人
で
あ
る
と
い
う
指
揺
で
あ
る
。
に
よ
れ
ば
、
箆
討
に
あ
っ

て
、
ま
す
ま
す
人
間
は
こ
の
小
人
的
性
格
を
強
め
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
人
間
は
無
限
の
欲
望
を
援
現
さ
せ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
殺
義
も
欝
譲

そ
し
て

に
お
い
て

さ
ら

も
な
い

、，、J

Y
一

人
之
作
一
回
小
人
、
知
一
的
無
法
唯
利
之
見
ヰ
。
人
之
生
間
小
人
、
叉
以
遜
乱
世
得
箆
俗
、
是
以
小
話
…
小
也
、
以
箆
得
鋭
也
ひ
君
子
非
得
執
以
協

之
、
別
然
出
待
問
内
お
。
口
版
、
安
知
雄
義
、
安
知
続
一
謀
、
安
知
廉
恥
mm
積
、
亦
貯
増
問
機
、
郷
郷
市
銘
臼
失
。
人
一
無
綿
一
無
法
、

( 4 ) 

則
元
心

初
子
は
戦
閥
均
の
秩
序
破
妓
の
係
閣
な
究
磁
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
、

日
限
也
心

一
人
一
人
の
人
間
の
小
人
的
性
格
、
無
制
限
の
欲
認
の
ぶ
つ
か
り
合
い

に
賊
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
人
間
矧
が
、

い
わ
ば
初
子
の
内
部
に
す
で
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

に
先
行
思
想
家
の
訟
を
批
判
す
る
こ

と
が

た
と
考
え
ら
れ
る
。

り
生
命
二
ま
こ

〆{
w
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n
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引
い
ド
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事、
t
u
w
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に
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の
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子
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〆
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E
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ぺ
J
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の
忠
利
U

は
、
話
予
批
判
の
形
を
と
っ
て
展
開
し
て
い
る
特
質
を
持
つ
。
初
子
の
栄
子
批
判
が
、
性
論
の
展
開
の
一
つ
の

し
て
と
り

あ
げ
う
る
可
能
性
も
そ
こ
に
あ
る
。

初
子
に
と
っ
て
、

』土

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
ご
と
く
、
少
な
く
と
も
部
と
し
て
抑
い
だ
恩
怒
家
で
あ
る
こ



と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
あ
る
い
は
、

の
人
間
観
も
こ
の
思
想
家
を
通
じ
て
、

々
に
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
G

た

だ
し
、
こ
の

の
あ
る
い
川
配
給
の
忠
利
心
家
を
さ
え
批
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

の
人
肉
親
が
借
り
も
の
で
な
い
こ
と
を
見
な

く
て
は
な
る
ま
い
。
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、
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い
打
カ
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J

分
M
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V

パマ、
J

の
で
あ
る
と
い
う
人
間
離
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
激
然
、
宋
子
の
非
闘
の
思
想
と
ぶ

つ
か
る
こ
と
に
な
る
ω

は
人
間
の
の
安
凶
を
人
間
の
恥
憾
の
心
如
何
に
あ
り
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
侮
蔑
に
耐
え
、
恥
一
陣
の
心
を
超
越

れ
る
u

初
子
は
、
こ
れ
に
到
し
て
、
人
間
の
闘
争
の
要
問
は
、
人
間
の
情
怒
の
心
如
何
に
あ
っ
て
、
恥
障
の
心
如
何

せ
よ
と
い
う
主
振
が

こ~£、一

、uu
'
j
h
J
t

，、ー、、

、
問
見
侮
之
不
降
、
使
人
不
問
り
人
皆
以
見
侮
怨
…
降
、
紋
闘
也
。
知
見
得
之
矯
不
降
、
別
別
…
小
鰯
突
。
態
一
之
日
、
然
則
亦
以
人
之
惰

偽
不
思
仰
乎
。
日
、
思
而
不
…
一
階
也
心
日
、
活
走
期
必
不
得
所
求
一
品
川
。
凡
人
之
騎
也
、
必
以
其
惑
之
潟
説
、
非
以
其
賂
之
矯
故
也
。
(
正
論
篇
〉

寡
欲
訟
と
相
容
れ
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
初
予
は
人
間
は
生
来
小
人
で
あ
っ
て
、
無
限
の
欲
望
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
人
間
離
を
有
し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
が
宋
子
の

罪
文
子
は
非
戦
の
思
想
と
寡
欲
の
思
想
を
合
わ
せ
持

( 5 ) 

の
記
述
に
よ
れ
ば
、

っ
て
い
た
ら
し
い
。

以
祭
攻
賎
行
パ
馬
潟
外
、
以
情
欲
寡
浅
為
内
。
其
小
大
精
獄
、
其
行
趨
至
是
而
止
。

(
天
下
策
〉

〉
て
よ
J

北
川
内
主

目

ν

パ九一

4
1
i
d
l
v

に
釣
す
る
批
判
で
あ
る

ぅ
。
箆
世
に
お
い
て
綿
々
の
人
間
が
寡
欲
を
心
が
け
、
非
戦
の
賓

況
に
つ
と
め
る
こ
と
を
説
く
行
き
方
も
、
戦
紘
の
拭
況
を
踏
ま
え
た
、

一
つ
の
強
い
理
想
主
義
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
荷
子
は
き
こ
れ
に
反
し

て、

‘よ

。〉

の
も
の
か
ら
人
間
離
を
形
作
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
宋
子
の

し
て
い
る
の
で
み
の
る
。

とi

誌
は
じ
1
1
1川

J
i
;一一

7

F
i
iぐ
L
E
t
-ル

持
使
人
知
情
欲
之
寡
也
。

日
、
然
別
亦
以
人
之
柄
、
一
応
欲
日
不
欲
茶
色

口
不
欲
薬
味
、

形
不
欲
蒸
役
。
比
五
蒸
者
、
亦
以
人
之
憤

お
不
欲
乎
。
日
、
人
之
情
欲
是
己

J

い
日
、
若
是
別
設
必
不
行
会
心
以
一
人
之
情
、
怨
欲
蛇

市
不
欲
多
。
出
向
ぽ
之
是
猶
以
人
之
情
、
震
欲



王
之
所
同
也
。
故
上
賢
級
天
下

市
不
欲
貨
也
、
好
美
一
間
怒
間
施
也

φ

古
之
人
魚
之
不
然
、
以
人
之
倍
、
震
欲
多
雨
不
欲
寡
。
故
賞
以
寓
淳
、
荷
罰
以
殺
損
也
。
是
百

今
子
宋
子
以
是
之
情
、
気
欲
寡
荷
不
欲
多
。
然
知
先

間
以
人
之
所
欲
者
部
郡
、

1tii 
j品、

る
批
仰
は
、
人
間
は
生
来
闘
争
心
を
有
し
、
無
制
限
の
欲
翠
を
有
す
と
い
う
、
人
間
観
が
基
調
に
な
っ
て
い
た

に
あ
っ
て
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
人
間
が
如
何
な
る
形
一
で
集
題
生
活
を
替
み
、
均
禽
を
保
ち
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い

っ
て
よ
い
と
思
う
む
の
譲
論
は
こ
の
よ
う
な
、
萄
子
の
一
意
簡
の
下
に
成
立
し
た
論
設
で
あ
る

の
℃
占
め
る
が
、

う
こ
と
が

の
閥
心
事
で
あ
っ
た

こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
りの

結
論
の
一
特
質

初
子
は
人
間
の
、
持
物
に
お
い
て
優
れ
た
篠
件
と
し
て
、

い
う
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
無
機
物
一
や
、

( 6 ) 

植
物
、
鳥
獣
に
ま
ざ
る

っ
て
い
る
υ

水
火
有
ρ
州
市
然
生
、
草
木
有
生
耐
無
知
、
禽
獣
有
知
而
無
義
、

人
有
気
有
生
有
一
知
亦
立
有
義
、

故
間
取
免
天
下
貴
也
。

力
不
若
午
、

走
不
活

J
-
J
T
d
H
U
P
-
-
二
千
る
3
j
、

江

J

L

0

1

J
、
¥
じ
じ
吉
戸
、

h
え
ミ
じ
じ
主
い
民
ち

い
H

H
ペ
ー
リ
川
併
が
日
パ
在

3.t
ド
ト
ノ
ム
ロ
ネ
ア
在
乃
ム
日
目
安
翁
甘

〈
王
制
第
)

こ
刀
よ
う
な
長
叫
主
活
主
、

{

;

f

i

/
、
i
i

に
よ
っ
て
達
成
で
き
る

入、

4
1一じじ
T仁

0

3

、、j
u

d

ノ'仇
tool
ムH
付
近

ω

!

ノノ

バ
J
A
点
以
子

Jυ

ヨ

F
A
l
l
a
r
-
-仁
ペ
イ
!

f

l

'

と
は
、
人
間
枇
A
W
の
階
層
と
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に
お
け
る
職
分
と
階
謄
の
中
に
お
け
る
適
宜
な
あ
り
方
を
示
す
。

初
子
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
包
括
し
て
い
る
も
の
が
、
穫
で
あ
り
、

tま

の
に
必
要
な
倫
理

で
あ
る
υ

般
を
紋
く
と
き
、

つ
ま
り
人
間
枇
舎
に
お
け
る
階
層
と
そ
の
中
に
お
け
る
規
定
を
欽
く
と
き
、
人
間
一
致
命
同
は
人
間
相
互
の

に
よ

り
汎
鈍
す
る
と
説
く
心

人
生
不
能
無
禁
、
ハ
中
而
無
分
別
午
、
争
別
見
、
箆
別
離
、

ネ

tだ
H
H
H
4
3
匁
4

、

期
間
日
M

ハ山
zf

守

g
H
H工
、
じ
じ
捻
汐

n
J
Q

吋
設
員
一
イ
ム
B
i
f
'

不
可
少
須
合
磯
義
之
謂



tι 

¥、J
砕

ゐ

H
H
4
-
i
Hリ
/

f
l
J
小
山
化
剤
、
~

」
の
論
法
が
祐
子
の

の
起
源
に
側
聞
す
る
論
に
も
共
通
し
て
い
る
ひ
そ
し
て
人
間
枇
舎
の
闘
争
の
探
凶
と
し
て
、
人
間
の
泊
費
欲
が
人
間
政

合
の

て
お
り
、
こ
の
矛
時
を
解
治
す
る
た
め

的
起
於
何
世
u

日
、
人
生
…
山
有
欲
υ

欲
一
山
一
小
得
、
別
不
能
無
求
、
求
…
山
無
皮
益
分
界
、

わ
る
乙
と

っ
て
い
る
。

字
削
別
範
、
低
別
第
。
先
王
怒
其
箆

也
u

故
制
総
義
以
分
之
、
以
芸
人
之
欲
、
給
人
之
求
、
使
欲
必
不
窮
乎
物
、
物
必
不
服
於
欲
、
問
者
相
持
市
長
。
是
竣
之
所
程
也
。
(
鰻
論

HIJ 
+ 
}能
不
<:JJ 

'-

0) 

は
、
政
が
先
王
の
制
作
に
成
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
先
王
制
作
説
と
向
時
に
、

に
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
人
間

中
比
中
一
来
皆
矧
字
、
い

JZ村
し
、
無
制
伎
の

i

J

j

v

1

4

4

J

;

;

i

{

 

る
と
い

の
人
制
限
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
、
そ
の
思
想
に
お
い
て
、
大

き
な
位
m
胞
を
占
め
る
般
の

の
人
間
搬
を
茶
本
に
説
い
て
い
る
心

に
つ
い
て

( 7 ) 

祐
子
の
性
論
の
終
結
は

の

に
あ
る

ぅ
。
そ
こ
に
は
、
地
の
篇
に
見
ら
れ
ぬ
付
加
さ
れ
た
一
部
分
が
あ
る
。
た
だ
し
他

の
第
に
見
ら
れ

そ
こ
に
も
一
貫
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
い
わ
ゆ

、
志
子
に
関
す
る
批
判
を
通
じ
て
の
み
形
成
さ
れ

た
の
で
は
な
い
、
思
想
家
初
子
の
側
よ
り
す
る
告
律
的
出
が
看
取
さ
れ
る
。

。〉

の
文
章
を
比
較
し
て
み
よ
う
(
双
方
そ
れ
ぞ
れ
、
必
要
な
文
の
上
に
便
宜
上
番
競
を
つ
け
て
あ
る
。
〉
。

。
人
之
性
忠
、

。
生
市
有
好
利
一
お
け
師
一
是
故
争
奪
生
、

服
是
、
故
残
賊
生
、
一
郎
忠
信
亡
一
話
。
生
一
印
有
耳
目
之
欲
、
有
好
整
色

阪
凡
池
、
故
一
花
見
生
、

然
別
従
人
之
性
、
販
人
之
情
、
必
出
於
父
奪
、
合
犯
分
範
理
、
市
第
於
暴
。

3
故
必
将
有
師
法
之
化

然
後
出
於
統
一
議
、
合
文
理
、
荷
額
於
治
c

用
此
凱
之
、
然
別
人
之
性
怒
明
、

(
性
悪
篇
)



の

い
っ
て
も
そ
の
中
の
一
部
で
あ
る
が
、
第
中
の
主
旨
に
沿
っ
た
も
の
を
拳
げ
て
み
た
。

。
人
之
生
間
小
人
、

ハ
り
人
之
生
間
小
人
、
無
郎
加
熱
法
則
唯
利
之
見
耳
。

叉
以
週
箆
役
得
箆
俗
、
是
以
小
震
小
也
、
以
能
得
能
也
。

5
f子
ド
号
仇
l
一
品
之
、
羽
肝
獄
、

1
1
T
5
7
p
y
v
o

人
、
ヲ
イ
一
ゴ
ノ
ノ
千
オ

j
y一ぷ

j
i
d告
S
F琵

い
て
は
、
人
間
の

こ
の
問
者
を
比
絞
し
て
み
る
と
、
同
じ
訴
披
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
上
、
全
く
等
質
な
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
性
怒
篇
の
文
章
に
お

い
、
航
法
に
嘗
る
も
の
を
、

の
小
人
的
性
格
を

『
儀
』
と
言
い
換
え
て
い
る
黙
が
異
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。

と
は
、
人
間
生
来
の
状
態
、

の
機
能
を
指
し
て
い
る
。

散
名
之
在
入
者
、
生
之
所
以
然
者
、

ま
た

性
之
和
所
生
、
精
合
感
媛
、
不
事
部
自
然
、
謂
之
性
。

と
は
人
間
の
思
慮
と
、
そ
れ
に
も
と
ず
く
人
間
の
努
力
、
修
養
を
指
し
て
い
る
。

(
正
名
篇
〉

( 8 ) 

情
然
部
心
筋
之
探
、

心
慮
濡
能
為
之
動
、

能
努
駕
、
雨
後
成
、
謂
之
偽
。

~. 

‘
‘
寸
f
J

、

一
寸
ノ 作

子
は
、
人
間
の
生
来
の
欣
態
、
機
能
と
し
て
先
ず
あ
ら
ゆ
る
精
紳
機
能
の
中
で
、
第
一
に
人
間
の
感
情
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、

人
間
に
は
感
情
な
制
御
し
て
ゆ
く
忠
ぃ
阪
の
力
(
心
の
機
能
)
の
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
ず
る
。
天
論
篇
に
お
い
て

吋
十
六
情
b

、
主人

こ
れ

り
品
川
市
内
、

{
j
'
A
l
 

る
も
の
と
し
て
ー

ハ
ー
心
)
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
こ
の
こ
と
と
合
致
す
る
考

え
方
で
あ
る
。

4
'
一
、
れ
い
い

νλ
ぺ
f
ぃ
f

h

M

A

?

-

m

ヌ
町
内
包
J
M

げ伊ヨベ品、
JJU
市
中
わ
仁

川
刈
I
2
4
1
これ
H
H
U山
叩
，

f日
一

形
能
各
有
接
部
不
籾
能
去
、

J心
p; 

，
，
氏
、
!
人
'
h
{
f
s
h
サ

11、

起
十
七
託
子
レ
ド
ト

こ
れ
ら
、

の
定
義
も
念
頭
に
お
し
て
考
え
て
み
る
の
に
、
結
局
、

の

人
間
の
生
来
の
感
情
を
惑
と
考
え
、

>-
」句"



れ
を
、
人
間
が
生
寸
先
潜
十
化
的
に
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
思
慮
能
力
を
設
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
天
的
に
人
間
の
上
に
諮
問
を
費
現
し
よ
う
と
す

る
の
が
そ
の

で
あ
る

っ
て
よ
い
と
思
う
。

さ
ら
に
、
似
々
の
人
間
心

は
な
れ
、
批
A
W
M

全
践
の
中
に
お
け
る
人
間
の
あ
り
方
に
印
し
て
み
れ
ば
、
教
化
、
教
育
の

い
て

し、

る

ヘバー
ο
i
 

今
人
之
性
記
、
必
Mm符
郎
法
、
然
後
正
心
得
総
義
然
後
治
。
今
人
無
師
法
、
別
偽
敗
一
山
不
正
c

則
一
作
鈍
部
不
治
一
。

の
無
限
の
設
現
か
ら
く
る
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
混
飢
よ
り
、
教
化
さ
れ
た
形
、
普
な
る
欽
態
を
達
成
せ
し
め
よ
う
と
す
る

ーヘ、叶サ
L
J
F

て
《
ゴ
ミ
コ

ー
ノ
ロ
ド
〉
ヤ
バ
叶
3

訂ス
fu

方
向
は
、
結
山
川
初
子
が
岱
時
の
批
命
日
に
お
い
て
、
人
間
の
規
範
と
し
て
の
践
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
右
子
に
お
い
て

は
、
い
わ
ば
先
験
的
に
そ
の
中
間
を
特
例
似
づ
け
て
い
る
感
の

の
必
要
性
を
、
首
時
の
散
命
同
か
ら
得
た
人
開
設
を
も
と
に
、
強
調
し
た
、

と
逆
に
考
え
得
る
可
能
性
も
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
般
の
起
源
に
側
聞
す
る
論
が
、
共
通
し
て
性
悪
篇
に
見
え
る
の
も
、
性
論
、
競
論
の
か
か
わ

り
を
示
し
て
い
て
出
自
い
心

く9) 

以
筋
偏
除
市
不
正
、
伴
飽
市
不
治
。

制
法
度
、
以
矯
飾
人
之
情
性
市
正
之
、
以
援
化
人
之
靖

性
而
導
之
也
心

(
性
川
泌
総
)

0) 

に
し
て
も

に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
明
確

ーJ
¥

町
付
d
n
M況
や
は

じ
ノ
E4絞
相
手
μ

に
あ
る
こ
と
が
、
う
か
が
わ
れ
た
。
た
だ
、
性
論

に
つ
い
て
い
う
な
ら
、

の
術
…
誌
は
地
の
思
想
家
の
論
を
経
過
し
た
の
ち
に
生
じ
た
新
し
い

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
特
に

tま

の
思
想
に
鱗
議
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
c

孟
子
が
人
間
が
挙
ぶ
と
い
う
こ
と
を
、
人

3
の

で
ん
の
る
こ
と
の

0) 

は
人
間
の
先
天
的
な
も
の

の
針
象
と
す
る
こ
と
は
不
可
能

る
と
し
、

、
、
ノ
パ
川
口
コ

*

J

-

UJ
ル
ベ
ゆ
引
い

L
Jム

F
L
L
J
h
'

、

、、
/

J

ム

の

に
‘
な
'
ワ
ト
フ
る

て、

に
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と

い
て
い

る。

日
、
是
不
然
、
走
不
及
知
人
之
性
、
市
不
察
乎
人
之
性
僑
之
分
者
悲

J

凡
性
者
、
天
之
就
也
、



不

聖
人
之
所
生
也
、
人
之
所
壌
市
能
、
所
事
成
者
也
。

(
性
悪
篇
)

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
問
端
…
の

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

の
人
間
の
行
為
の
中

義、

そ
の
性
一
論
の

智
)
の
端
緒
が
存
在
す
る
と

、
1
a
v
 

で
あ
り

日
常
性
の
中
に
人
間

の
一
端
を
接
見
で
き
る
と
い

に
あ
る
c
萄
子
に
あ
っ

て
は
、

日
常
の
人
間
の

は
如
何
に
そ
の
自
に
政
じ
た
か
と
い
え
、
ば
、
そ
れ
は
戦
闘
雌
期
一
の
人
間
一
の
闘
争
の
す
が
た
で
あ
っ
た
と

え

ら

れ

る
い
そ
こ
か
ら
人
間
般
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
の
が
初
予
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
二
人
の
思
想
家
は
賞
一
初
か
ら
そ
の
出
税
収
黙
に
お
い
て
開
き
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
む
た
だ
し
、
こ
の

の
性
格
の

に
節
し
て
し
ま
う
こ
と
で
片
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
有
子
の

き
た
川
代
の
川
州
知
な
欣
況
が
、

そ
の
人
間
期
に
拐
く
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
c

の
孟
一
子
窃
締
列
棒
は
荷
子
の
思
想
が
、
蛍
持
の
時

の
忠
惣
の
興
援
を
推
究
し
て
成
っ
た
と
述
べ
て
い
る
c
荷
子
が
時
代
の
現
寅
を
直
視
し
て
、
そ
こ

℃
状
先
土
台
巴
し
て

1
i
/
j
;
i
;
、

そ
こ

し
て
作
山
内
の
問
中
説
を
打
ち
立
て

了
解
さ
れ
る
。

初
卿
鉱
潟
叶
い
之
政
、

亡
問
問
鋭
活
相
腐
、

不
途
大
道
部
俊
於
産
税
、
信
機
群
、
邸
側
儒
小
拘
、
如
託
期
等
、
叉
滑
稽
箆
俗
。
於
是
推
儒
田
明
治
徳
之

(
説
子
初
卿
列
侍
第
十
朗
〉

( 10 ) 

行
事
興
法
、
序
列
若
数
誠
一
一
岳
部
卒
。

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
私
は
道
家
の
思
想
を
綻
た
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

(
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機

舎
に
述
べ
た
い
。
)

初
予
の
思
想
の

の
相
は
、

そ
の
思
恕
が
儒
家
以
外
の
務
思
想
の
影
響
を
十
分
に
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
F
O

時

代
の
忠
訟
を
お
賊
す
る
こ
と
が
、
思
想
家
の
責
務
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
郁
子
は
こ
の
熱
に
お
い
て
篠
件
を
十
分
に
識
足
す
る
思
想
家
宅
で
あ

る
。
そ
の
忠
加
は

見
し
て
雑
家
的
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
貫
す
る
も
の
が
あ
る
。
性
論
に
し
て
も
、
各
一
議
に
散
見
す
る
論
説
に
は
、
下
地

に
加
問
な
人
間
般
の
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
引
子
の
性
論
は
、
思
想
家
自
身
の
そ
の
時
代
に
お
け
る
人
間
観
を
下
地
と
し
て
、
加
え
て
、
宋
子
、
孟
子
等
の
思
想
を
批

14
し
c
h
p
く
ぺ
ゆ
長
七

fc

r
l札

v

レ
〈
、
イ
ス
J

本:

た
論
説
で
あ
る
と
考
え
る
。



思
怨
家
の
人
全
焼
か
す
説
に
接
し
た
と
き
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
思
想
家

J

日
身
の
深
刻
な
人
間
観
、
時
代
離
が
反
映
さ
れ
、
そ
の
人
間
的
な
強

ば
、
近
代
の
心
理
型
者
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

ヲ-

L→ 

に
な
っ
て
い
る
こ
と

大
切

と
思
う
ひ
戦
闘
の

も
、
判
象
の
人
間
自
慨
を
、
客
間
化
し
、
冷
静
に
そ
れ
へ
の
か
か
わ
り
を
回
避
す
る
と
い
う
方
向
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
大
事
院
博
士
課
程
)

( 11 ) 
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